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1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 5,539 △3.4 339 △14.3 351 △10.1 247 △39.6

29年3月期第2四半期 5,735 10.5 396 342.7 390 285.2 409 347.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 8.72 ―

29年3月期第2四半期 14.44 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 12,327 4,821 39.1

29年3月期 11,820 4,651 39.4

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 4,821百万円 29年3月期 4,651百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 1.00 ― 4.00 5.00

30年3月期 ― 2.50

30年3月期（予想） ― 2.50 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 △4.3 580 △27.6 590 △25.6 395 △48.9 13.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 28,373,005 株 29年3月期 28,373,005 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 19,972 株 29年3月期 19,612 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 28,353,189 株 29年3月期2Q 28,353,675 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、企業収益や設備投資の改善および良好な雇用環境が続き、景気は

緩やかな回復基調で推移しましたが、米国の経済・金融政策の動向や中国経済の減速および北朝鮮情勢の懸念など

先行きが不透明な状況が続いております。

当社と関係の深い住宅業界におきましては、住宅取得に伴う政府の補助金や減税などの優遇制度及び住宅ローン

低金利により、分譲住宅を中心に新設住宅着工戸数は比較的堅調に推移したものの、持家・貸家は前年同月比３ヶ

月連続減少し、４月から８月までの累計で前年比0.2%減となりました。

当第２四半期累計期間の当社業績につきましては、新設住宅着工戸数が堅調に推移したことを背景に、主に建材

向け製品およびフロアー基材用途向け製品の販売が伸びましたが、好調な米国住宅着工によりニュージーランド製

品の需給が逼迫したことに加え、天候不順による東南アジア工場の低い稼働率が輸入品の入港量を押し下げた為、

売上高が減少しました。

生産面においては、木材伐採規制の強化等による輸入原材料単価上昇の影響および、昨年度末の原油価格回復に

よるエネルギー費の上昇はありましたが、為替予約による輸入原材料費の抑制や、販売好調に伴う生産フル稼働お

よび、継続的に実施している原材料リサイクルによる歩留まり向上や生産性向上を目指した設備改善により製造原

価の上昇を抑えることができました。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は55億39百万円（前年同期比3.4%減）、営業利益は３億39百万円（同

14.3％減）、経常利益は３億51百万円（同10.1%減）、四半期当期純利益は２億47百万円（同39.6%減）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は、前事業年度末に比べて４億84百万円増加し、60億65百万円となりました。これは主に受取手形及び

売掛金の増加と現金及び預金、電子記録債権並びに原材料及び貯蔵品の減少によるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べて23百万円増加し、62億61百万円となりました。これは主に投資有価証券の増

加と有形固定資産の減少によるものです。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて５億７百万円増加し、123億27百万円となりました。

②負債

流動負債は、前事業年度末に比べて１億86百万円増加し、48億99百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金の増加と短期借入金の減少によるものです。

固定負債は、前事業年度末に比べて１億51百万円増加し、26億６百万円となりました。これは主に長期借入金の

増加と退職給付引当金の減少によるものです。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて３億37百万円増加し、75億６百万円となりました。

③純資産

純資産は、前事業年度末に比べて１億69百万円増加し、48億21百万円となりました。これは主に利益剰余金とそ

の他有価証券評価差額金の増加によるものです。

決算短信（宝印刷） 2017年10月23日 09時01分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ホクシン株式会社(7897) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

3

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ１億18百万

円減少し、16億45百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、49百万円（前年同期は１億65百万円の収入）となりました。主な増加要因は、

税引前四半期純利益と仕入債務及び割引手形の増加によるものです。主な減少要因は、売上債権の増加によるもの

です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用した資金は、１億74百万円（前年同期は１億21百万円の支出）となりました。これは主に

投資有価証券の売却による収入と有形固定資産の取得による支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって得られた資金は、５百万円（前年同期は75百万円の支出）となりました。主な増加要因は、長

期借入金の純増額によるものです。主な減少要因は短期借入金の減少と配当金の支払によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

世界的な環境保護が進む中、東南アジアの違法伐採規制強化により南洋材合板の日本への輸出量は大幅に減少し、

木質ボードの国内需給は引き締まった状況にあります。一方、為替の動向や中東アジア情勢によるエネルギー費への

影響および中国の環境規制強化による原材料価格への影響は、製造原価を大きく変動させる懸念があります。このよ

うな状況の中、積極的な建材製品向けの販売とフロアー基材用途向け製品の拡販に加え、建築基準法改正告示化を控

える構造用製品の販売に注力し、一層の効率的な生産を推し進め、数量、価格ともに安定して市場に供給できるよう

努めてまいります。

当社の業績予想につきましては、平成29年９月29日に通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、

「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,764,459 1,645,894

受取手形及び売掛金 1,575,581 2,529,486

電子記録債権 493,275 229,252

商品及び製品 678,017 668,653

仕掛品 259,090 235,816

原材料及び貯蔵品 669,927 639,349

繰延税金資産 51,873 52,520

その他 89,429 64,770

流動資産合計 5,581,656 6,065,743

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 1,509,936 1,569,377

土地 3,194,589 3,194,589

その他（純額） 743,901 657,876

有形固定資産合計 5,448,427 5,421,843

無形固定資産 12,373 12,095

投資その他の資産

投資有価証券 768,509 818,401

その他 9,520 9,595

投資その他の資産合計 778,030 827,996

固定資産合計 6,238,831 6,261,935

資産合計 11,820,487 12,327,678
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,181,833 2,450,733

短期借入金 800,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 1,080,000 1,130,000

未払法人税等 83,218 112,500

賞与引当金 123,200 120,200

その他 444,979 386,057

流動負債合計 4,713,231 4,899,491

固定負債

長期借入金 2,100,000 2,270,000

繰延税金負債 144,412 169,577

退職給付引当金 92,772 78,536

環境対策引当金 17,432 18,513

その他 101,054 70,352

固定負債合計 2,455,672 2,606,980

負債合計 7,168,903 7,506,472

純資産の部

株主資本

資本金 2,343,871 2,343,871

利益剰余金 2,204,523 2,338,372

自己株式 △3,420 △3,487

株主資本合計 4,544,974 4,678,756

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 86,405 127,813

繰延ヘッジ損益 20,204 14,637

評価・換算差額等合計 106,610 142,450

純資産合計 4,651,584 4,821,206

負債純資産合計 11,820,487 12,327,678
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 5,735,418 5,539,779

売上原価 4,733,104 4,589,025

売上総利益 1,002,314 950,754

販売費及び一般管理費 606,032 611,090

営業利益 396,282 339,663

営業外収益

受取利息及び配当金 8,272 10,435

業務受託料 9,900 9,900

その他 4,624 11,076

営業外収益合計 22,796 31,411

営業外費用

支払利息 18,393 13,707

売上割引 8,824 3,351

その他 1,152 2,752

営業外費用合計 28,370 19,811

経常利益 390,708 351,264

投資有価証券売却益 ― 19,388

特別利益合計 ― 19,388

特別損失

固定資産除却損 17,127 16,131

特別損失合計 17,127 16,131

税引前四半期純利益 373,580 354,520

法人税等 △35,970 107,257

四半期純利益 409,551 247,262
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 373,580 354,520

減価償却費 114,280 137,473

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,587 △18,906

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,100 △24,400

受取利息及び受取配当金 △8,272 △10,435

支払利息 18,393 13,707

固定資産除却損 17,127 14,574

投資有価証券売却損益（△は益） ― △19,194

売上債権の増減額（△は増加） △290,813 △1,473,196

たな卸資産の増減額（△は増加） 296,372 63,995

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,262 △12,669

仕入債務の増減額（△は減少） △147,308 269,130

割引手形の増減額（△は減少） △147,291 783,313

その他 16,137 39,768

小計 229,782 117,682

利息及び配当金の受取額 8,272 10,435

利息の支払額 △18,179 △13,885

災害損失の支払額 △4,111 ―

法人税等の支払額 △49,967 △64,421

営業活動によるキャッシュ・フロー 165,796 49,810

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 ― 26,055

有形固定資産の取得による支出 △117,463 △189,376

無形固定資産の取得による支出 △234 △576

貸付金の回収による収入 358 307

その他 △4,339 △10,470

投資活動によるキャッシュ・フロー △121,678 △174,060

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △100,000

長期借入れによる収入 600,000 800,000

長期借入金の返済による支出 △490,000 △580,000

配当金の支払額 △85,061 △113,413

その他 △933 △992

財務活動によるキャッシュ・フロー △75,995 5,593

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 90

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,882 △118,565

現金及び現金同等物の期首残高 953,132 1,764,459

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 921,249 ※ 1,645,894
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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